
 

技別１１．７－１ 

［準拠した規格一覧］ 
 
・ＴＴＣ標準 JT-G703 第２版（1989.4.28） ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性 
・ＴＴＣ標準 JT-G704 第２版（1989.4.28） １次群及び２次群ディジタルハイアラーキインタフェースに 
                      おける同期フレーム構成 
 
 
１． インタフェース規定点 
 
本インタフェース条件を規定するポイントは図１のとおりである。 
 
２． 物理的条件 
 
２．１ ケーブル 
 
2.1.1 １．５Ｍ電気信号 
 
 ０．２６ｍｍ１２対ＡＣバスケーブルを使用する。 
 
2.1.2 ６．３Ｍ電気信号 
 
 ３Ｃ－２Ｔ同軸線を使用する。 
 
２．２ コネクタ 
 
2.2.1 ６．３Ｍ電気信号 
 
 Ｃ－Ｈ３Ｔ形Ａプラグ（ディジタルシステム実装架用同軸プラグ）を使用する。 
 
３． 電気的条件 
 
３．１ １．５Ｍ電気信号 
 
 １５４４ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの電気的条件は表１のとおりである。 
 
３．２ ６．３Ｍ電気信号 
 
 ６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの電気的条件は表２のとおりである。 
 
４． 論理的条件 
 
４．１ フレーム構成 
 
4.1.1 ディジタル１次群伝送路フレーム構成 
 
 ディジタル１次群伝送路フレーム構成は図３のとおりである。 
 
4.1.2 ディジタル２次群伝送路フレーム構成 
 
 ディジタル２次群伝送路フレーム構成は図４のとおりである。 
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４．２ フレーム同期 
 
 ディジタル１次群メインフレーム及びディジタル２次群メインフレームのフレーム同期方式は表３のと
おりである。 
 
４．３ 警報インタフェース条件 
 
4.3.1 警報発出解除条件 
 
 本インタフェースにおける警報発出解除条件は表４のとおりである。 
 
4.3.2 警報転送 
 
本インタフェースにおける警報検出転送機能を図５に示す。 
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表１ １５４４ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの電気的条件 
項目 規格 

伝送速度 １５４４ｋｂｉｔ／ｓ 
信号形式 Ｂ８ＺＳ符号 
出力信号 パルス振幅 ３．１５Ｖ０－ｐ±０．３８Ｖ以内 

パルス幅  ３２４ｎｓ±３９ｎｓ以内 
入力レベル ２．１５～３．５３Ｖ０－ｐ／１１０Ω 

 
 
 

表２ ６３１２ｋｂｉｔ／ｓインタフェースの電気的条件 
項目 規格 

伝送速度 ６３１２ｋｂｉｔ／ｓ 
信号形式 Ｂ８ＺＳ符号 
出力信号 パルスマスク参照（図２） 
入力レベル １．０１～２．２０Ｖ０－ｐ／１１０Ω 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝送装置

プラグ コネクタ

送信側コネクタ
／受信側コネクタ

電気的条件規定点 物理的条件規定点

配線盤

図１　インタフェース規定点



 

技別１１．７－４ 

 
 

 

（０，０）

（０，１）

（０，２）

Ａ　　　Ｂ

Ｈ

Ｉ
　
Ｊ Ｅ　　Ｆ

Ｃ
　
　
　
　
　
Ｄ

Ｈ：２０ｎｓ／ｄｉｖ
Ｖ：１Ｖ／ｄｉｖ

各点の座標
Ａ：（０　　，２．３）
Ｂ：（１．０，２．３）
Ｃ：（２．４，２．３）
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Ｈ：（０．４，１．７）
Ｉ：（１．６，０．９）
Ｊ：（１．６，０．３）

図２　６３１２ｋｂｉｔ／ｓバイポーラパルスマスク
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Ｆビットは次のとおり
　　（旧２４マルチフレーム） 　　（新２４マルチフレーム）

Ｄ：ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ未使用時 “０”（SEND ALM時　Ｄ＝all”1”）
Ｃ：CRC-6ｴﾗｰﾁｪｯｸﾋﾞｯﾄ　Ｘ６＋Ｘ＋１

Ｄ＋Ｄ´：4kb/sﾃﾞｰﾀﾘﾝｸとして使用。SEND ALM時、
　　　　“11111111”“00000000”の繰り返し送出

　　　　　8ビット　　　8ビット
Ｃ：CRC-6ｴﾗｰﾁｪｯｸﾋﾞｯﾄ　Ｘ６＋Ｘ＋１

【１．５M伝送路フレーム】
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：第１加入Ｂ１ｃｈ情報信号（64kb/s）

：第１加入Ｂ2ｃｈ情報信号（64kb/s）

：第２加入Ｂ１ｃｈ情報信号（64kb/s）

：第２加入Ｂ2ｃｈ情報信号（64kb/s）

ST/CO：状態／制御信号
DF：ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀﾘﾝｸ用ﾌﾚｰﾑ同期ﾋﾞｯﾄ
UI：HG使用／未使用状態信号
　　使用時－“１”、未使用時－“０／１”交番パターン

図３　ディジタル１次群伝送路のフレーム構成（分散配置新フレーム）
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　　使用時－“１”、未使用時－“０／１”交番パターン

図４　ディジタル２次群伝送路のフレーム構成（分散配置新フレーム）
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表３ フレーム同期方式 

保護段数 同期フレーム種別 
前方 後方 

フレーム同期方式・同期パターン 

１次群メインフレーム ４段 ２段 パターン検出１ビットシフト方式 
２４マルチフレームパターン 

２次群メインフレーム ７段 ３段 パターン検出１ビットシフト方式 
「1100」「10100」の交番パターン 

 
 

表４ 警報発出解除条件 
［ディジタル１次群インタフェース］ 

警報種別 発出条件 解除条件 記事 
入力断またはフレーム
同期外れ 

REC 入力信号断 
不一致パルスが４回連続した
場合 

入力信号回復 
一致パルスが２回連続した場
合 

 

誤り劣化率 MAJ 
ERR 

１次群入力パルス列の誤り率
が１０－４以上で発出する 

１次群入力パルス列の誤り率
が１０－６以下で解除する 

 

ＡＩＳ警報 AIS 入力１次群信号２４フレーム
中、“０”が１個以下であるパ
ターンを周期的に挿入した場
合ＡＩＳ信号受信と判断する 

ＡＩＳ受信後、“０”が２個以
上となった場合に解除と判断
する 

 

対局警報 SEND ［旧２４ＭＦ］ 
データリンク６０ビット中
“０”を 1 個以下受信 
［新２４ＭＦ］ 
デ ー タ リ ン ク ビ ッ ト
“1111111100000000”パター
ンを連続１６回受信 

［旧２４ＭＦ］ 
データリンク６０ビット中
“０”を４個以上受信 
［新２４ＭＦ］ 
デ ー タ リ ン ク ビ ッ ト
“1111111100000000”パター
ン以外を連続４回受信 

 

 
［ディジタル２次群インタフェース］ 

警報種別 発出条件 解除条件 記事 
入力断またはフレーム
同期外れ 

REC 入力信号断 
不一致パルスが７回連続した
場合 

入力信号回復 
一致パルスが３回連続した場
合 

注 

誤り劣化率 MAJ 
ERR 

２次群入力パルス列の誤り率
が１０－４以上で発出する 

２次群入力パルス列の誤り率
が１０－６以下で解除する 

 

ＡＩＳ警報 AIS 入力２次群信号４フレーム
中、“０”が２個以下であるパ
ターンを周期的に挿入した場
合ＡＩＳ信号受信と判断する 

ＡＩＳ受信後、“０”が３個以
上となった場合に解除と判断
する 

 

対局警報 SEND ＳＥＮＤビット“１”を連続
８回受信 

ＳＥＮＤビット“０”を連続
３回受信 

 

注：ﾌﾚｰﾑﾊﾟﾀｰﾝが４ﾌﾚｰﾑに１個以上誤っている場合を不一致ﾊﾟﾙｽ１個、すべて正しい場合を一致ﾊﾟﾙｽ１個とする 
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SEND
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MF外れ

ERR(ERR M)

4MC断
注２

全SHGに対してマスク

注１　マスク
REC,AISは伝送路、
MFはHGに対応してマスク

注１　マスク
REC,AISは伝送路、
MFはHGに対応してマスク

凡例
　●：検出
　○：転送

注１　B,D=all “1”
　　　ST/CO=all　“0”
　　　12MF=“00”，PC1， “01” ，PC2， “10” ，PC1， “11” ，PC2
注２　断検出のみ

図５　警報検出転送機能図

SEND


